インプラント表面性状の違いによる即時荷重下の周囲骨動態 by 桑名 利枝
インプラント表面性状の違いによる即時荷重下の周
囲骨動態
著者 桑名 利枝
号 36
学位授与機関 Tohoku University
学位授与番号 歯博第550号
URL http://hdl.handle.net/10097/59767
〈わなとしえ
氏名(本籍)桑名利枝
学位の種類:博 士(歯 学)
学位授与年月日 :平成 23 年 3 月 25 日
学位記番号
学位授与の要件
研究科・専攻 :東北大学大学院歯学研究科(博士課程) 歯科学専攻
歯博第 550 号
学位規則第 4条第 1 項該当
学位論文題目 : インプラント表面性状の違いによる即時荷重下の周囲骨動態
論文審査委員(主査)教授佐々木啓
教授鈴木 治 教授笹野泰之
論文内容要 1::. 目
【目的】現在のインプラント治療は，手術手技の発達とインプラント表面改質技術の向上により，歯の欠損部
に対する治療のひとつとして高い信頼性を得ている。近年，早期の審美性，機能回復を求め，インプラントの
埋入後即時荷重術が広く適応されている。しかし，この治療に対する生物学的エビデンスはほとんどない。本
研究ではインプラント周囲の骨形成に関して，即時荷重とインプラント表面性状による相互作用を調べること
を目的として，異なる表面性状を有するインプラントに即時荷重を付加し，インプラント周囲骨動態について
検討した。
【方法] ?1.2mm x 9.25mm のインプラントを酸処理したもの (AE) と未処理のもの (Sm) を用意した。そ
の表面について電子顕微鏡 (SEM) 等により形態計測を行った。 2 種類のインプラントは 2 本一組にラット腔
骨に 13mm の間隔を持って植立，直後にインプラント間に持続的な圧縮力 (2N) が発揮されるコイルスプリ
ングを設置。 1， 2, 4 週の飼育期間後，インプラント 骨接着強度は除去トルク試験により，インプラント周
囲海面骨密度 (ca・BMD)，インプラント周囲上部皮質骨 骨密度 (co・BMD)，接着面積 (co-Area) ，厚さ (co司
Thickness) ，についてはマイクロ CT 解析により，それぞれ検討した。
【結果と考察】 AE， Sm インプラントの平均粗さ (Ra) はそれぞれ 0.341 :t 0.084μm， 2.223 :t 0.264μm であった。
両インプラントの ca-BMD については，即時荷重による影響はみられなかった。一方， AE インプラント周囲
上部皮質骨は即時荷重付加により， 4 週で co-BMD の減少 (p ぐ 0.01) ， 2 週で co-Area の減少 (p ぐ 0.05) ，
2 週でインプラント近心側 co-Thickness の減少 (p ぐ 0.05人また 1 週でインプラントー骨接着強度の減少
(p ぐ 0.01) が引き起こされることが明らかになり，インプラントを介して伝達される即時荷重は，表面性
状の違いによりインプラント周囲骨動態に異なった影響を及ぼすことが示唆された。また，これらの即時荷
重のインプラント周囲骨に対する影響は，観察期間初期でみられ，後期にはみられなくなるものがほとんどで
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あり，荷重刺激に対する骨の適応反応ではないかと推測された。
【結論】インプラントへの即時荷重は，インプラント表面性状の違いにより，周囲骨にそれぞれ異なる影響を
与えることが示唆された。限られた観察期間，実験系であるものの，本研究結果より，創傷治癒後期において
即時荷重は，表面性状の違いに関わらず，インプラント周囲骨に対して悪影響を及ぼさない可能性が示唆され
た。
審査結果要 ~ 日
インプラントを支台とした補綴歯科治療は，歯の欠損補綴治療のひとつのオプションとして，広く行われる
ようになっている。特に近年は，手術手技の発達とインプラント表面改質技術の向上により，高い信頼性を得
るに至った。さらに昨今では，審美性，機能の早期回復を獲るために，インプラント埋入の後，すぐに上部構
造を装着し唆合させる即時荷重プロトコールが適応されつつある。しかし，即時荷重術は臨床知見が先行し，
研究に基づく生物学的なエピデンスはほとんど存在しない。
本研究は，異なった表面性状を有するインプラントに即時荷重を付加しインプラント周囲骨動態を観察する
ことにより，インプラント周囲の骨形成に対する即時荷重とインプラント表面性状による相互作用を明らかに
したものである。実験では， <b 1.2mm x 9.25mm のインプラントを酸処理したものと未処理のものを用い， 2 
本一組をラット腔骨に 13mm の開隔を持って植立，直後にインプラント間に持統的な圧縮力 (2N) が発揮さ
れるコイルスプリングを装着した。 1， 2, 4 週の飼育期間後，インプラントー骨接着強度を除去トルク試験に
より，インプラント周囲海面骨密度，インプラント周囲上部皮質骨一骨密度，接着面積，厚さをマイクロ CT
解析によって検討した。
両インプラントとも，インプラント周囲海面骨密度に対する即時荷重の影響はみられなかったが，酸処理イ
ンプラント周囲上部の皮質骨は即時荷重付加により， 4 週で骨密度の減少 (p ぐ 0.01) ， 2 週で接着面積の減少
(p ぐ 0.05) ならびにインプラント近心側での周囲上部皮質骨の厚さの減少白ぐ 0.05) ， また 1 週でインプラ
ント一骨接着強度の減少 φ ぐ 0.01) が引き起こされることを明らかにしている。これらから，インプラント
を介して伝達される即時荷重は表面性状の違いによりインプラント周囲骨動態に異なる影響を及ぼすことを示
唆し，これらの即時荷重のインプラント周囲骨に対する影響は，観察期間初期でみられ，後期にはみられなく
なるものがほとんどであり，首重刺激に対する骨の適応反応ではないかと推測している。
すなわち，本研究の結果は，限られた観察期間，実験系であるものの，創傷治癒後期に即時荷重は両表面性
状のインプラント周囲骨に対して悪影響を及ぼさないことを科学的なデータとして示したものであり，インプ
ラント補綴歯科臨床の発展に大きな貢献をするものである。よって本論文は，博士(歯学)の学位に相応しい
論文と判断するものである。
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